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～わかりやすい多摩市の財政状況（決算版）～
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　市ではさまざまな事業を行っています。どのような事業を行うのか、資金調
達はどうするか、どのように支出するかを「歳入」「歳出」という形でお金で
表し、とりまとめた計画が『予算書』です。
　その予算に沿って事業を行った一年間の結果を報告したものが『決算書』で
す。
『決算書』には予算の科目や決算額が並んでいます。それだけで決算の状況を
理解するのは難しいので、それを補うために様々な資料を作成してきました。
　
　この『多摩市の財政白書』は、そのような決算関連の資料を１冊にまとめ、
更に、基本となる累積データを追加したものです。
　このほかの決算関係の資料としては、個別の事業の解説に重点を置いた『決
算事業報告書』があります。併せてごらんいただけると幸いです。

～わかりやすい決算報告をめざして～
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平成22年度　多摩市の財政白書　～わかりやすい多摩市の決算状況（決算版）～

たま広報10月20日号に掲載した決算特集です。

第１部 『平成２２年度 多摩市の決算』
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7 将来都市像：みんなが笑顔　いのちにぎわうまち　多摩

財政力指数の推移

　

平成22年度の決算をお知らせします平成22年度の決算をお知ら
厳しさを増す多摩市の財政状況厳しさを増す多摩市の財政状況

扶助費と経常一般財源の推移

財政の硬直化

平成22年度　会計別決算額
～特別会計を含めた総額　歳入768億円、歳出749億円～

財政の健全性の確保

表1 健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  単位：％
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

多摩市算定数値
早期健全化基準
財政再生基準

表2 資金不足比率
特別会計の名称 資金不足比率（％） 事業の規模

多摩市算定数値
経営健全化基準

単位：千円

歳入 (前年度比
増減) 歳出 (前年度比

増減)

平成22年度決算の概要平成22年度決算の概要

～健全化判断比率等の状況～

～豊かさの指標である財政力指数は1.191で、
26市中６位～
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平成22年度の決算をお知らせします知らせします
歳入歳出決算　款別構成グラフ

～安定した市民サービスの確保～安定した市民サービスの確保
や市民の暮らしを守るためにや市民の暮らしを守るために
取り組んだ主な事業～取り組んだ主な事業～

みんなが支え合い、
安心して暮らせるまちづくり

だれもが自分らしく、
まなび、育ち、自立できるまちづくり

活気とやすらぎが調和するまちづくり

歳入
510億円

都支出金
69億円
13.6％

国庫支出金
58億円
11.4％

地方譲与税等
28億円
5.4％

繰入金 12億円
2.3％
地方債 13億円
2.6％

その他 51億円
10.0％

市税
279億円
54.7％

▶問合せ　財政課☎(338）6814

4,313円

744円

205円

608円

1,826円

1,335円

396円

573円

民生費
214億円
43.1％

教育費 66億円
13.3％

衛生費 37億円
7.4％

公債費 30億円
6.1％

土木費 28億円 5.7％
消防費 20億円 4.0％
その他 10億円 2.1％

歳出
495億円

総務費 90億円 18.3％

10,000円に
たとえると
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